
(別紙１） 本シートは平成29年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内外公表に同意しない。

特命准教授

平成２８年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

島袋 亮道 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

地域連携推進機構地域連携企画室 職　　名名　　前

0.50

1. 外部資金（競争的資金）獲得の活動を行う。
2. 学外企業等との共同研究/受託研究等締結,進捗管理等を行う。
3. 本機構と関連する情報産業、健康関連産業、海洋産業等の分野におけ
る産業振興発展方策に関して調査研究を行う。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２８年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

1. アクティブシンクタンクの取り組みを推進する。
0.40

平成２８年度　年度末自己点検結果

※入試問題等、匿名を有する委員会の活動については、委員会名は記載せず、単
に「委員会委員」とし、具体的な内容は記載しないでください

業務
ウェイト比
（実績）

0.00

0.50

0.10

1-1. 沖縄産学官協働人財育成円卓会議において高度専門職養成（情報セキュリティ分野）
ワーキンググループを設置し、当円卓会議と連携し高度専門職養成プログラムの開発の検
討を行った。
1-2. アクティブシンクタンクとして高度専門職養成プログラム基礎調査（情報セキュリティ分
野）を実施した。
1-3. 高度専門職養成プログラム（医工連携）の可能性について海外先行事例視察調査を
行った。

1.沖縄県事業応募支援（3件）、戦略的研究推進経費応募支援（1件）、産学官金事業応募支援（2件）、
文科省地域イノベーション事業応募支援（1件）、また採択研究支援・進捗管理を行った。
2.県内外企業16社と研究相談を行った。そのうち、県内企業1社と共同研究契約の事務調整中、県外企
業1社と研究連携締結-次年度継続し共同研究契約の検討中、海外企業1社と受託研究契約の事務調
整中）
3-1.アクティブシンクタンクの高度専門職養成プログラム基礎調査（情報セキュリティ分野）にて県内企
業等ヒアリングを実施し県内ニーズの分析を行った。
3-2. 県の海洋資源調査・開発拠点形成事業において、本学やOISTにおける波力発電プロジェクトの進
捗等の現況調査を行った。

1. 本学の研究成果を学外へ紹介する。
2. 本学の知的資源を利用した産業振興の支援を行う

0.40

0.00

0.00

管
理
運
営

1-1. 県内産業イベント支援（海洋特別展の企画・運営支援、イノベーションフォーラムの企画・運営支
援）
1-2. 県外研究展示会支援（BioJapan本学研究成果展示企画・支援、Nano-Tech本学研究成果展示支
援）を行った。
2. 理学部研究者と連携し、函館市における海洋水産資源の養殖技術を沖縄にて活用・普及するための
検討を、県・市町村と共に行った。

社
会
貢
献

0.10

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

　 0.00



(別紙１） 本シートは平成29年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内外公表に同意しない。

特命准教授

平成２８年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

宮里 大八 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

地域連携推進機構地域連携企画室 職　　名名　　前

0.20 ・沖縄における社会人向け人材育成プログラム基礎調査の推進

業務
ウェイト比
（予定）

平成２８年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

・地域志向教育推進プロジェクトの推進
・「地域を共に創る」地域共創型学生プロジェクトの推進
・トビタテ留学ＪＡＰＡＮプロジェクトの推進

0.30

平成２８年度　年度末自己点検結果

※入試問題等、匿名を有する委員会の活動については、委員会名は記載せず、単
に「委員会委員」とし、具体的な内容は記載しないでください

業務
ウェイト比
（実績）

0.00

0.20

0.50

・地域志向教育推進プロジェクトにおける講義及びフィールドワークのサ
ポートを実施した
・地域を共に創る地域共創型学生プロジェクトにおけるプロジェクトのフィー
ルドワークのサポートを実施した
・トビタテ留学ＪＡＰＡＮプロジェクトにて地域コーディネーターとして学生サ
ポートの実施した

・人材育成プログラム基礎調査における沖縄産学官人財育成円卓会議等
のメンバーへのアンケート及びヒアリングを実施した

・「地域づくり人材養成分野」及び「政策形成能力強化分野」における
人材育成プログラムの検討

0.30

0.00

0.00

管
理
運
営

・「地域づくり人材養成分野」及び「政策形成能力強化分野」における人材
育成プログラムを開発した

社
会
貢
献

0.50

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

　 0.00



(別紙１） 本シートは平成29年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内外公表に同意しない。

准教授

平成２８年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

玉城 理 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

地域連携推進機構産学官連携部門 職　　名名　　前

0.10

業務
ウェイト比
（予定）

平成２８年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

0.40

平成２８年度　年度末自己点検結果
業務

ウェイト比
（実績）

0.10

0.10

0.40

①県から起業教育事業を受託し、本事業で配置した田場ＣＤ等と起業教育
の充実強化を図った。
②本学及び他大学とも連携し、学生がアイディアを実践するトライアルプロ
グラム及び第９回沖縄学生ビジネス・アイディア・コンテストを実施した。
③県内外の大学等と連携し第２回沖縄海洋ロボットコンテストを実施した。

①沖縄県等連携しつつ沖縄におけるヒト介入試験の仕組み構築を検討し
た。

0.40

①沖縄の情報関連産業、健康関連産業、海洋産業等の分野におけ
る産業振興発展方策に関して機構の役割に関わる調査研究を行う。

①起業教育事業（県受託）を活用し、本事業で配置した田場ＣＤ等と
学生の起業意識啓発するため起業講座（観光産業科学部と連携）の
提供及び学生コンテスト開催する。
②県内外の大学と連携し第２回海洋ロボットコンテストを開催する。

0.10

0.00

管
理
運
営

①発明審査委員会、利益相反ＷＧに参加した。

①県の大学発ベンチャー創出支援事業（教育学部のプロジェクト）における起業支
援を行った。本年４月に本学初ベンチャーとして設立。
②「沖縄産学官連携推進協議会」を発展解散し、新たな組織として「沖縄産学官イノ
ベーション創出協議会」の設立準備を行った。本年５月に設立予定。
③産学官連携推進協議会の事務局として「沖縄の産業まつり」を企画運営した。
④県内企業等と連携「沖縄の産業まつり」の４０周年を記念して特別展を企画運営
した。

社
会
貢
献

0.40

①発明審査委員会、利益相反ＷＧ等の委員会活動に参加する。

①本学及び教員等の有する知的財産を活用した大学発ベンチャー
育成支援に取り組む。
②沖縄県等と機構とが連携した健康バイオ産学官連携拠点の形成
に取り組む。
③沖縄県産業振興公社など機構の協定機関と連携し県内産業振興
の支援に取り組む。

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

　 0.00



(別紙１） 本シートは平成29年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内外公表に同意しない。

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

そ
の
他

0.05
○生涯学習推進部門研究紀要（仮）の査読・編集を通じ、生涯学習関係者への研究助言を
行った
○学内勉強会等の開催を通じ、教職員に対する学習コーディネイトを行った

0.30

0.05

管
理
運
営

○RCC事業マネジメント会議委員としての業務を行った
○RCC事業本部会議本部員（副本部長）としての業務を行った
○IR推進室室員（社会連携・国際化担当）としての業務を行った
○国際連携推進本部TFとしての業務を行った
○地域連携企画室長としての業務を行った
○教員選考調書作成委員としての業務を行った
○研究推進機構科研費申請支援アドバイザーとしての業務を行った

○浦添市社会教育委員（委員長）としての活動を行った
○おきなわ県民カレッジ運営委員（委員長）としての活動を行った
○那覇市生涯学習推進協議会委員（委員長）としての活動を行った
○沖縄県生涯学習指導者協会設立準備委員（理事）としての活動を行った
○県内市町村において研修等の講師を務めた（那覇地区社会教育委員連絡協議会、おきな
わ県民カレッジ学友会）
○教員免許更新講習選択必修科目の講師を務めた
○日本学術振興会科学研究費委員会委員（審査委員）を努めた

社
会
貢
献

0.10

平成２８年度　年度末自己点検結果

○RCC事業マネジメント会議委員としての業務を行う
○RCC事業本部会議本部員（副本部長）としての業務を行う
○IR推進室室員（社会連携・国際化担当）としての業務を行う
○国際連携推進本部TFとしての業務を行う
○地域連携企画室長としての業務を行う

0.25

0.15

0.20

○一般公開講座の企画・運営を行った
○公開授業の企画・運営を行った
○RCC事業「知のふるさと納税」の企画・運営・開発を行った
○RCC事業「看護教員の学び直し講座」の企画・運営・開発を行った
○専門科目「教育の社会史」の授業を行った（教育学部・法文学部に提供）
○専門科目「生涯学習概論」の集中講義を行った（法文学部に提供）

○科研費研究代表として当該研究を遂行したが、エフォートが減ったため完了はできなかっ
た（基盤 Ｃ「子育て環境の孤立化に対する生涯学習施策の戦略に関する調査研究」代表：背
戸博史）
○科研費研究研究協力者として当該研究を遂行した（挑戦的萌芽研究「地方創生にはたす
教育施  設・人材の新たな活用に関する日英比較研究」代表：宮腰英一）
○日本教育制度学会研究担当理事として研究活動の企画開発を行った
○東北教育学会第74回大会においてシンポジウムの司会を務めた
○科研費研究の新規申請（基盤研究B)を行った

○浦添市社会教育委員（委員長）としての活動を行う
○おきなわ県民カレッジ運営委員（委員長）としての活動を行う
○那覇市生涯学習推進協議会委員としての活動を行う
○県内市町村において研修等の講師を務める
○教員免許更新講習選択必修科目の講師を務める

0.30

0.25

○科研費研究代表として当該研究を遂行する（基盤Ｃ「子育て環境の孤立化に対す
　 る生涯学習施策の戦略に関する調査研究」代表：背戸博史）
○科研費研究研究分担者として当該研究を遂行する（挑戦的萌芽研究「地方創生
   にはたす教育施設・人材の新たな活用に関する日英比較研究」代表：宮腰英一）
○日本教育制度学会研究担当理事として研究活動の企画開発を行う
○科研費研究の新規申請を行う

業務
ウェイト比
（予定）

平成２８年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

○一般公開講座の企画・運営を行う
○公開授業の企画・運営を行う
○RCC事業「知のふるさと納税」の企画・運営・開発を行う
○RCC事業「看護教員の学び直し講座」の企画・運営・開発を行う
○専門科目の授業を行う（教育学部・法文学部に提供）
○専門科目の集中講義を行う（法文学部に提供）

0.35

教授

平成２８年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

背戸博史 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

　地域連携推進機構生涯学習推進部門 職　　名

○生涯学習推進部門研究紀要（仮）の査読・編集を通じ、生涯学習関係者への研究
助言を
　 行う
○学内勉強会等の開催を通じ、教職員に対する学習コーディネイトを行う

名　　前



(別紙１） 本シートは平成29年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内外公表に同意しない。

講師

平成２８年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

柴田聡史 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

地域連携推進機構生涯学習推進部門 職　　名名　　前

0.35

○科研費研究・研究代表者として当該研究を遂行する
（若手B「現代米国における学校管理職養成・評価システムの変容に関する研究」）
○科研費研究・研究協力者として当該研究を遂行する
（基盤B「東日本大震災後の教育復興の進展と復興教育プログラムに関する研究」研
究代表：佐藤修司）
（挑戦的萌芽「地方創生にはたす教育施設・人材の新たな活用に関する日英比較研
究」研究代表：宮腰英一）
○センター研究紀要への投稿を行う

業務
ウェイト比
（予定）

平成２８年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

○一般公開講座および公開授業等の企画・運営を行う
○独自講座の企画・開発・運営を行う
○共通教育科目の授業を行う（「教育政策史」）
○専門科目の授業を行う（法文学部「生涯学習概論」）
○琉大コミュニティキャンパス事業の離島支援プログラムの企画・開発・運営を行う
○琉大コミュニティキャンパス事業の「看護教員の学び直し講座」の企画・実施を行う
○教員免許更新講習を行う（選択必修「学校内外との連携協力に関する理解」）

0.35

平成２８年度　年度末自己点検結果

○地域連携推進機構運営会議委員としての業務を行う
○琉大コミュニティキャンパス事業本部本部員としての業務を行う
○全学情報システム技術専門委員会委員としての業務を行う
○大学評価センター評価企画員としての業務を行う

業務
ウェイト比
（実績）

0.15

0.35

0.15

○一般公開講座および公開授業等の企画・運営を行った（公開講座68講座、公開授業125科目）
○センター独自講座の企画・開発・運営を行った（「知のふるさと納税」：石垣・宮古・久米島・北中城）
○共通教育科目の授業を行った（「教育政策史」）
○専門科目の授業を行った（法文学部「生涯学習概論」）
○琉大コミュニティキャンパス事業の離島支援プログラムの企画・開発・運営を行った（「知のふるさと納
税」：石垣・宮古・久米島）
○琉大コミュニティキャンパス事業の「看護教員の学び直し講座」の企画・実施を行った（全6回）
○教員免許更新講習を行った（選択必修「学校内外との連携協力に関する理解」）

○科研費研究・研究代表者として当該研究を遂行した（学会誌への投稿1件）
（若手B「現代米国における学校管理職養成・評価システムの変容に関する研究」）
○科研費研究・研究協力者として当該研究を遂行した（学会誌への掲載1件）
（基盤B「東日本大震災後の教育復興の進展と復興教育プログラムに関する研究」研究代表：
佐藤修司）
（挑戦的萌芽「地方創生にはたす教育施設・人材の新たな活用に関する日英比較研究」研究
代表：宮腰英一）
○センター研究紀要への投稿を行った
○書籍の分担執筆を行った（1本）

○豊見城市立中央公民館運営審議会委員（委員長）としての活動を行う
○センター研究紀要の査読・編集を通じ、生涯学習関係者への研究助言を行う
○成人の学習手法に関する勉強会等の開催を通じ、学内教職員に対する学習コー
ディネイトを行う

0.35

0.15

0.00

管
理
運
営

○地域連携推進機構運営会議委員としての業務を行った（会議11回）
○琉大コミュニティキャンパス事業本部本部員としての業務を行った（会議7回）
○全学情報システム技術専門委員会委員としての業務を行った（システム管理業務）
○大学評価センター評価企画員としての業務を行った（会議4回、評価書作成業務等）

○豊見城市立中央公民館運営審議会委員（委員長）としての活動を行った（会議2回、研修1
回）
○センター研究紀要の査読・編集を通じ、生涯学習関係者への研究助言を行った（論文1本）
○成人の学習手法に関する勉強会等の開催を通じ、学内教職員に対する学習コーディネイト
を行った（12回）

社
会
貢
献

0.15

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

　 0.00



(別紙１） 本シートは平成29年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内外公表に同意しない。

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

　 0.00

0.00

0.00

管
理
運
営

大学COC事業及びCOC+にかかる業務；おおむね実施済み

社
会
貢
献

0.00

平成２８年度　年度末自己点検結果

※入試問題等、匿名を有する委員会の活動については、委員会名は記載せず、単
に「委員会委員」とし、具体的な内容は記載しないでください

業務
ウェイト比
（実績）

0.70

0.00

0.70

（正課教育）
「現代沖縄の地域振興」（前学期）実施「済」
「現代沖縄地域論」（後学期）実施「済」
「地域課題フィールドワーク演習」（後学期）実施「中」（～3/15）
（正課外教育）
「やんばる7Daysキャンプ」企画・実施「済」
「地域共創型学生プロジェクト（ちゅらプロ）」運営「中」（～3/24）

大学COC事業及びCOC+にかかる業務

0.30

0.00 ※外部資金獲得に向けた取組がある場合には必ず記載ください

業務
ウェイト比
（予定）

平成２８年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

（正課教育）
「現代沖縄の地域振興」（前学期）実施
「現代沖縄地域論」（後学期）実施
「地域課題フィールドワーク演習」（後学期）実施
（正課外教育）
「やんばる7Daysキャンプ」企画・実施
「地域共創型学生プロジェクト（ちゅらプロ）」運営

0.30

特命助教

平成２８年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

山田 美都雄 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

地域連携推進機構生涯学習推進部門 職　　名名　　前


